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④大学剣道部にアクティブラーニング？
（『剣道日本』への掲載記事を踏まえてインタビュー）
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【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、2000年
講師、2003年准教授、2014年教授を経て、2019年4月より現在に至る。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください
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※本動画は溝上が個人的に作成・提供するものです



髙瀨 武志
たかせ たけし

桐蔭横浜大学法学部准教授
桐蔭横浜大学 体育会剣道部 監督
（錬士六段、学生時代に全国大会優勝）

『剣道日本』No.543（2022年4月号）
特集「いま活かしたいヒーローたちの突破力」
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桐蔭横浜大学でのALプロセス実験

法学部科目「健康スポーツ演習」
（授業者：髙瀬武志＠法学部准教授）

（実技）
・剣道形

（座学）
・剣道形の歴史
・精神性
・呼吸法 など

（共同プロジェクト2021）
・株式会社リアセック
・株式会社ピックアンドミックス
・堀井秀之（i.schoolエグゼグティブ・ディレクター／

東京大学名誉教授）

メンバー間のコミュニケーション・パターン



桐蔭横浜⼤学剣道部の活動イメージ

⼈間形成

⼈間⼒向上

⾃⼰効⼒感向上

強化

キャリ
ア

地域貢
献

国際交
流親睦

学習

広報

【活動⽬的】
⼈間形成・⼈間⼒向上・⾃⼰効⼒感向上
【強化⽬標】
・全⽇本学⽣優勝・選⼿権⼤会出場
・全⽇本⼥⼦学⽣優勝・選⼿権⼤会出場
・全⽇本学⽣剣道オープン⼤会優勝
・神奈川県学⽣剣道選⼿権⼤会優勝

・キャリア教育
・⼤学から社会へのトランジション
・卒業後のビジョン（就職・進学など）
・卒業⽣のネットワーク構築

・地域連携活動（わくわく教室・ＮＰＯ法⼈等）
・ボランティア活動（被災地⽀援など）
・審判員派遣（中体連・⾼体連）
・地域交流イベントの参加

・国際武道研修（シンガポール・タイ・ベトナム など）
・異⽂化交流
・グローバルネットワークの構築
・⽇本⽂化、武道⽂化の理解

・卒業単位の取得状況管理
・アクティブラーニング型授業
・剣道のユニバーサルデザイン
・キッズクラブ等での指導体験

・合宿でのＢＢＱ
・学⽣同⼠での出稽古

・最上級⽣指揮のもと輪番稽古
・学園祭出店

・ホームページでの情報発信
・部員によるブログリレー

・ＳＮＳでの情報発信

・週４回の全体稽古と週１回の全体トレーニング
・週１回の⾃主練習と⾃主トレーニング
・コーチ、専属トレーナーによる指導・サポート
・剣道⽇誌による思考の整理
・⽉例試合による意識付け、モチベーションの向上



それではご覧ください


